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現在，看護領域において混合研究法はどのような状況にあり，そして今
後，混合研究法の発展とともにどのような研究成果の産出が期待されるの
でしょうか。
わが国で混合研究法を牽引されている抱井尚子氏（青山学院大学）は，
昨年より「看護研究における混合研究法教育用ガイドブックの開発と
eラーニングの構築」と題して研究プロジェクトを立ち上げ，5年間に及ぶ
研究に取り組まれています＊。本特集ではこの研究を中心に取り上げ，加
えて看護界で混合研究法を推進されている亀井智子先生（聖路加国際大
学大学院）が開発を続ける研究支援ツール「m-STAR21」についてご紹介
し，看護における混合研究法の現状と，これからの大きな期待と可能性に
ついて考えていきたいと思います。

＊抱井尚子（研究代表者）日本学術振興会科学研究費助成事業基盤研究（B）（一般）  
課題番号20H03966「看護研究における混合研究法教育用ガイドブックの開発と
eラーニングの構築」（プロジェクトメンバーは，99-100に記載）
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看護における 
混合研究法の進展
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